Kasumigaoka Review 執筆要領（英語で執筆する場合）
ページ設定
余白
上・下　各33mm



左・右　各30mm

　


　　　　　　　文字数と行数を指定する
　　


文字数　32


行数　　24　　
フォント
特殊なものを除いて原則としてTimes New Romanを使用する

ページ数
挿入しない

タイトル　

タイトル　
16ポイント、太字、中央揃え

タイトルと執筆者名の間に１行（16ポイント分）スペース

執筆者名　

執筆者名
14ポイント、右揃え

執筆者名と本文の間に１行（14ポイント分）スペース

セクション見出し　
本文をセクションに分けて執筆する場合の見出しの付け方

　１．各セクションにサブタイトルがある場合（サンプル①参照）
・14ポイント、太字、左揃え

・前のセクションとの間に１行スペース
・サブタイトルの前に数字をつける場合はアラビア数字を用いる。数字とサブタイトル　

　の間は、ポイントなしで、１文字分のスペース。（サンプル②参照）
　２．各セクションにサブタイトルがなく、セクションナンバーのみ付ける場合（サンプル③

　　　参照）
　
（Introduction / Conclusionがある場合も含める）


・14ポイント、太字、中央揃え


・数字はローマ数字（大文字）を使用し、前後１行ずつスペース
　３．各セクションにサブタイトルはないが、セクション記号（§）とセクションナンバーを　　　

　　　用いる場合（サンプル④を参照）



（Introduction / Conclusionがある場合も含める）


・１４ポイント、太字、左揃え



・前のセクションとの間に１行スペース
本文　

本文の文字は14ポイント、両端揃え　

段落の初め　
3文字分のスペース


長い引用　
左インデントで10文字分または１インチ程度のスペースを空ける



引用の前後１行ずつ空ける

注　
注見出し

14ポイント、太字、中央揃え


注の中身

12ポイント、両端揃え


注見出しの前後は１行ずつ空ける

文献目録　
文献目録見出し
14ポイント、太字、中央揃え
文献目録の中身
12ポイント、両端揃え




インデント「ぶら下げ」0.5インチ程度

文献目録見出しの前後は１行ずつ空ける
